が 自分の 畑の 適否 を 相談し、 栽培 法の 要領 を 教われれ 

ば 軽便で ある。 

もう 少し 実用 を 離れた 知識で も われわれ は 時に 自分 

の 畑違いの 事で 一 通りの こと を 心得て おきたい 場合が 

ある。 書物 を 読めば いいとした ところで 第一 どういう 

本 を 読んで い いの かそれ が 分らない。 そういう 場合に 

もし 百貨店で 買物の 節に 軽便 安直な 知識 を 購入 出来れ 

ば 工合が いい。 たとえば 相対性原理と は どんな 事 か、 

マルキシズムと は 何 か、 バロック 芸術と は 何、 ベ ー ス 

ボ— ルとは 何、 ジャズと は 何、 そういう ことが 望みの 

ままに 早 分りが すれば 甚だ 便利で あり、 また 時^に 適 



某 百貨店の 入口の 噴水の 傍の 椰子の 葉 蔭の ベ ンチに 

腰かけて うっとり している うちに、 私 はこん な 他愛 も 

ない 夢を見て いたので ある。 

(昭和 四 年 八月 『東京 朝日 新聞』) 

二 地図 をた どる 

暑い 汽車に 乗って 遠方へ 出かけ、 わざわざ 不便で 窮 

屈な 間に合せの 生活 を 求めに 行く よりも、 馴れた 自分 

の 家に ゆっくり 落着いて 心と からだの 安静 を 保つ のが 

しょ ラか 

自分に はいちばん 涼しい 銷夏 法で ある。 



ぬ 国の 思わぬ 里に 出て 行く。 

じよ-つり ゆう 

去年の 夏 は 研究所で 油の 蒸 餾 に関する 実験 を やつ 

た。 ブ ンゼ ン 燈のバ リバ リと 音を立てて 吹き付ける 焰 

ふくしゃ 

の 輻射 を ワイシャツの 胸に 受けながら フラスコの 口 か 

ら 滴下す る 綺麗な 宝石の ような 油 滴 を 眺めて いるの は 

少しも 暑い ものではなかった。 

夕方 井戸水 を 汲んで 頭を冷やして 全身の 汗 を 拭う と 

藤棚の 下に 初 嵐の 起る の を 感じる。 これ は 自分の 最大 

のラ キジ ュ リ ー である。 

夜 は 中庭の 籐椅子に 寝て 星と 雲の 往来 を 眺めて いる 

と 時々 流星が 飛ぶ。 雲が 急いだり、 立 止まったり、 消 



える かと 思う とまた 現われる。 大きな 蛾が いくつと な 

からすう リ 

く とんで 来て 垣根の 烏瓜の 花 をせ せる。 やはり 夜の 

神秘な 感じ は 夏の 夜に 尽きる ようで ある。 

(昭和 五 年 七月 『大阪 朝日 新聞』) 

三 暑さの 過去帳 

少年 時代に 昆虫 標本の 採集 をした ことがある。 夏 休 

みは 標本 採集の 書き いれ 時な ので、 毎日 捕虫網 を 肩に 

して 旧 城跡の 公園に 出かけた ものである。 南国の 炎天 

に 蒸された 樹林 は 「小さな うごめく 生命」 の 無尽蔵で 



たように 寝かされ たので ある。 英語の 先生の H という 

ふうぼう か い い 

のが 風貌 魁偉で 生徒から こわがられ ていたが、 それが 

ふなよい 

船 暈で ひどく 弱 つ て 手ぬぐいで 鉢巻して うん うんう 

なって いた。 それでも 講義の 時の 口調で 「これで はブ 

ラック ホ— ルの 苦しみに 優る とも 劣る こと はない」 と 

いって 生徒 を 笑わせた。 当時 マコ— レ— の クラ イヴ 伝 

を 講じて いて、 ブラック ホ ー ルの 惨劇が 一 同の 記憶に 

新鮮で あつたので ある。 

酷寒の 季節に 酷暑に 遭った 例が ある。 高等学校 時代 

の ある 冬休みに 大牟田 炭坑 を 見学 に 行った 時の ことで 

ある。 冬服に メリ ヤス を 重ね着した 地上からの 訪問者 



て、 帰って くると 非常な 暑さで 道路の アスファルト は 

あり 

飴の ようになり、 馬が 何 頭 倒れた というう わさで ある。 

その 暑さに 冬服 を 着て 各所 を 歴訪した。 夜 寝ようと す 

ると ベッドが 焼けつ くようで 眠られない。 心臓の鼓動 

が 異常に 烈しくなる。 堪え兼ねて ボ ー ィを 呼んで 大き 

な 氷塊 を 取 寄せて それ を 胸に 載せて 辛うじて 不眠の 一 

夜 を 過ごした。 その 時に 氷塊 を 持って ぬつ と 出現した 

偉大な ニグ 口の ボ— ィの 顔が 記憶に 焼きつ けられて 

残って いる。 それから、 ゥェ ザ— • ビュロ ー の 若い 学 

者と 一緒に あるいた。 ある 公衆 食堂で 昼飯 を 食った と 

きに 「君、 デヴィ ルド. クラブ を 食って みない か」 と 



の 記憶の 印銘 される 濃度が、 その 時の 暑さ 寒さの 刺戟 

によって、 強調され るので はない かとい う 気がする。 

そうして その 出来事 を 想 いだす 時には その 暑 寒 の 感覚 

はもう 単なる 概念的の 抜 殻に な つ てし ま つ ている よう 

である。 

今年の 夏 も 相当に 暑い。 宅の すぐ 向う側に 風呂屋が 

建つ ことにな つて、 昨日から 取 毀し が 始まった。 この 

出来事に よ つ て 今年の 夏の 暑さの 記憶 は 相当に 濃厚な 

ものになる であろうと 思われる。 

(昭和 五 年 八月 『東京 朝日 新聞』) 



四 験 潮 旅行 

かまいし 

明治 三十 七 年の 夏休みに 陸 中 釜 石 附近の 港湾の 

ちょうせき しおが ま 

潮汐 を 調べに 行った ときの 話で ある。 塩 釜から 小さ 

な 汽船に 乗って 美しい 女学生の 一行と 乗合せ たが、 土 

用 波に ひどく 揺られて へとへとに 酔って しまって、 仙 

台で 買つ て 来た チヨ コレ —， ^をす つかり 吐いて しまつ 

た。 釜 石の 港へ はいると、 何とも 知れない 悪臭が 港内 

の 空気に 滲み渡つ ていて、 浜辺に 近づく ほど それが 猛 

おびた だ 

烈 になる。 夥 しいか もめの 群れが 渦巻いて いる。 い 

かの 大漁が あつたの が 販路 を 失って 浜で 腐った ので 



日露戦争 当時であって、 つい 数日 前 露 艦が この辺の 

沖に 見えた という 噂 もあった。 われわれが 験 潮 器 を 浜 

に 据えて、 鉛管 を 海中へ 引っぱって いたので、 何 か 水 

雷で もし かけて いると いう 噂 をされ たそうで ある。 

この 浜の 便所 はお そらく 世界一 の 広々 とした 明るい 

便所で、 二人 並んで、 ゆるゆる 談 じながら 用 を 達す こ 

とが 出来る しかけで ある。 そして 子供の 時分から 話に 

だけ は 聞いて いた チュウ ギ なる ものが、 目前の 事実と 

して ちゃんと 鼻の さきの 小函に 入れて あった。 これ は 

教育 博物館 あたりに 保存して ほしい 資料で ある。 

(昭和 四 年 七月 『大阪 朝日 新聞』) 



底本 ： 「寺 田寅彦 全集 第三 巻」 岩波 書店 

1997 (平成 9) 年 2 月 5 日 発行 

人力 .. Nana olitie 

校正 .. norik:o saito 

2 00 4年00月^日作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



